
 

   今月のトピックス 

平成１６年  夏季期間中の旅客輸送等の動向について 

 

Ⅰ 平成１６年  夏季期間中の旅客輸送等の動向 

  

  1. 鉄道 

   ＪＲ （平成16年7月23日～平成16年8月18日） 

ＪＲは、比較的好天に恵まれ、列車の運行は大きな輸送障害もなく順調に推移した。また、 

東海道新幹線品川新駅開業（平成１５年１０月１日）にあわせたダイヤ改正（のぞみの大幅増

発）効果、九州新幹線の開業効果等により乗客は増加した。 

                                                                                             

          ＪＲグループ主要区間における特急・急行列車上下計の断面輸送量 (単位：千人)           
                        期間  H15.7.23   H16.7.23 前年比 (%) 

 会社名 (区間数)  ～H15.8.18   ～H16.8.18  

     ＪＲ北海道    (4)    956              952 100 

     ＪＲ東日本    (18) 11,360            11,591 102 

    ＪＲ東海      (10)       7,647        7,925 104 

    ＪＲ西日本    (12)       5,471        5,508 101  

     ＪＲ四国      (3)        377         359 95 

     ＪＲ九州      (3)        1,349        1,377 102  

       計       (50)      27,161        27,712 102 

          ※合計値、前年比は四捨五入の関係で合致しない場合がある。 

                                                                                             

                                新幹線旅客輸送人員前年比 (%)                                 
   東海道     山陽     東北     上越  

    104      102      101      101  

   長野     山形     秋田     九州  

      99      102       98   216  

          ※九州新幹線は本年３月開業のため、前年比については在来線のデータと比較。 

 

 

  2. 国内航空 （平成16年7月16日～平成16年8月15日） 

     国内航空については、比較的好天に恵まれ輸送障害もなく順調に推移したが、新型肺炎（ＳＡＲＳ）等

の影響で海外旅行から国内旅行にシフトしていた昨年の反動減があり、対前年同期比３．７％減となっ

た。 

     方面別では、沖縄方面が特に好調であった。 

      なお、ピークは下りが８月１２日、上りが８月１５日であった。 



                                                                                            

   (単位：千人) 
                期  間  H15.7.16  H16.7.16 前年比 (%) 

   会  社  ～H15.8.15  ～H16.8.15  

日本航空      4,515        4,212          93.3 

全日本空輸 4,249        4,174          98.2 

 スカイマークエアラインズ   180 192                 106.5  
 北海道国際航空    83          99          119.3  

 スカイネットアジア航空 58         75  128.1    

     計  9,085       8,752          96.3  

            ※合計値、前年比は端数整理、四捨五入の関係で合致しない場合がある。 

              ※※日本航空は、JAL、JEX、ＪＴＡ、Ｊ－ＡＩＲ、ＲＡＣ、ＪＡＣ、ＨＡＣの合計値。 

 

  3. 国際航空 （平成16年7月16日～平成16年8月15日） 

      国際航空については、ＳＡＲＳの影響が残りアジアを中心に減少した昨年の反動増から、対前年同期

比27.8％増となった。 

方面別では、中国、グアム・サイパン、東南アジア、韓国線が好調であった。なお、中国線については

ＳＡＲＳの影響により昨年大幅減となった反動増により大幅増となっている。 

      出国のピークは７月３１日、８月５日、帰国のピークは７月１７～１９日、８月１５日であった。 

 

                                                               (単位：千人) 
                期  間  H15.7.16   H16.7.16 前年比 (%)  

   会  社  ～H15.8.15   ～H16.8.15   

   日本航空        964        1214     126.0  

 日本アジア航空 71 124 174.3  

   全日本空輸 311               368     118.1  

   エアーニッポン         2           16      906.2  

      計 1348       1722             127.8  

※日本発着ベース 

               ※※合計値、前年比は端数整理、四捨五入の関係で合致しない場合がある。 

                ※※※日本航空は、JAL、JAZの合計値。 
 

 

     （参考）  日本航空（JAL、JAZ）の日本発方面別輸送実績 （単位：人、％）      
 路 線 ﾎﾉﾙﾙ  米大陸 欧 州 東南ｱｼ゙ｱ ｵｾｱﾆｱ ｸﾞｱﾑ･ｻｲﾊﾟﾝ 韓 国 中 国  

 旅客数 87,097 74,188 70,806 140,714 38,366 45,596 81,325 73,555  

 前年比 113.6 102.4  117.4  126.8  104.7   147.7 125.4 189.4  

 



 

  4. 高速道路 (平成16年8月6日～平成16年8月17日) 

      全国の日本道路公団所管の高速道路（日本道路公団が管理する一般有料道路を含む。）の出入交通

量は、比較的好天に恵まれ、対前年同期比5.8％増となった。 

      主な道路の出入交通量をみると、全ての自動車道で前年を上回っている。 

      なお、 混雑のピークは、下りは８月１２、１３日、上りは８月１６日であった。 

 

                   高速道路出入交通量（日平均）              （単位：千台） 
                期  間  H15.8.8  H16.8.6 前年比 (%)  

   区  分  ～H15.8.19   ～H16.8.17   

 全国高速道路       6,201       6,562     105.8  

 道央自動車道 114 116 102.3  

   東北自動車道        304        307     100.9  

   東名高速道路        421        449      106.8  

  名神自動車道 247 267 108.2  

   関越自動車道        177        186     104.8  

 山陽自動車道        174        179     102.7  

九州自動車道        228        234 102.8 

          

 

 

   

 

 

 

 

 


